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北海道大学大学続教育学研究科

紀委第 89号 2003Af 3 fl 153 

日本におけるジャンプスキーの

発達に関する歴史的研究

一一繋明期における北大スキー部の活動を中心に一一

中浦精査*

A註istoricalStudy of Ski-Jumping in Japan : Achievements 

。fthe Hokkaidou University Ski-Club in the Taisho Era 
五ojiNAKAURA 

{要旨}日本ジャンプスキーの発祥については，わずかに西沢によって北大スキ一部がまま礎

を作ったという簡単な説明がなされている程度で，いままでほとんど研究されていない。

山崎は，大正4年2月の札幌・向山で関かれた北大スキー大会において幅2mの溝を銚ぴ

越える障害物競走をジャンプの箪分けである，と記している。当時「高飛J と呼ばれてい

たジャンプは，明治44年に小樽の大矢敏範によって始められた。大正3年に大矢が北大に

入学 rジャンプの練習をしなければ真炎のSchilaufぽになれない」と主張する水源均と協

力して組織的に取り組まれることになった。北欧から帰国した遠藤吉三郎の技術指導と，

「本格的な固定ジャンプ台を作らなければ技術も伸び、ない」という助言言によって三角山に日

本初のシャンツェが作られた。北大スキ一部員によって競技規定が繋備され，ジャンプ大

会が関かれるようになって，ジャンプ技術が余韻的に普及していった。

[キーワード]ジャンプスキー，北大スキ一部，大矢敏範，三角山

はじめに

1911 (明治 44)年1月， Theodor Edler von Lerch (1881-1945;以下，レルヒ)が高田で

教えたスキー技術は， Mathias Zdarsky(1856-1940 ;以下，ツダ、ルスキー)が創案した Lilien-

felderスキー技術(当時，一本杖とか填国軍用スキー術，北海道ではアルペンスキー術ともいわ

れたが以下， 1) 1)エンフェルト)のみであったといわれていた。ところが実際には，当時ノル

ウェー・スキー技術に?をまれていた「空中跳飛法J という空中を飛ぶ種目も伝授されていた。

当然，翌45年2月の旭川スキー講習会においてもレルヒは，それも含めたノルウェー技術を指

していた九北海道においては，それらの技術が三井町勝英らを過して，北大生を中心とする札

甑や小樽に伝えられたのである。

日本のスキ…発展史をみると，レルヒ以後の高聞ではもっぱらリリエンフェルト技術が定着

したのに対して，札幌では北大生を中心に体育(スポーツ)用スキーとして幅広い技術が追求

本北海道大学大学院教育研究科博士課穏(健康スポーツ科学講座)
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された。つまり，高回では教えられたスキー技術を金科玉条の如く怯えられたのに対し，札幌

では導入された技術を応用発展させたところに両者の差異があった。

本論のジャンプ・スキーについても，そのような状況のもとに北大生が外国のスキー文献に

よって独自に研究し発展させたものである。

日本ジャンプの歴史について，最初に西沢(後の小)11)勝次が，

[本邦に於けるスキージャンピングが普遍的に研究され始めたのは]一九二三(大正十二年)

，小樽市に於て開催された第一副会日本選手権大会[以下，第 I副大会]であった…

(中略)…此 [12年から〕の三年間に於ける発達は真に自覚ましいもので[あり]，…(中

略)…日本のジャンピングに務先指導の任に当たり，今日の基礎を作られた北大スキー部

の諸先輩に深く感謝の意を表する 2) (下線筆者)

と述べている。ここで西沢は，北大スキ一部の築いた「基礎」が如何なるものであったのかに

ついて，具体的に記述していない。一方，大正4年2月の円山で関かれた北大スキー部主催第

2盟スキー大会において，中高2mの溝を挑ぴ越える障害物競走が行われたが，山崎は「これが

ジャンプというものの草分けであるPと記している。それを受けて，赤坂は IF北大スキ…部五

十王子の歩み』に「来たしてジャンプと呼べるかどうか疑問はあるが， とにかくスキーをはいて

ジャンプした最初の記録であるJ4)と叙述している。

ところで，先の西沢が論述した第 1回全日本スキー選手権大会以降のジャンプについては，

竹節作太5)もかなり具体的に記述しているが，近年の「日本ジャンブ。発達小史J6)などをみても，

西沢説がそのまま引用されているo 日本におけるジャンプスキーの発祥を扱った先行研究は，

その後もみられない。

そこで本論文の目的は，先ず日本への伝来前の世界ジャンプ発祥史を概観し， 日本ジャンプ

スキーの発祥期における北大生の研究過程を解明することによって， 日本ジャンプの発展した

経過を明らかにすることである。尚，ここでジャンブスキーの発祥期とは，明治44年のスキー

導入から第 1回全日本スキー選手権大会が開かれた大正 12年頃までの期間とする。

第一章世界のジャンプ

第一節 ジャンプの原型

先ず世界のジャンプ発祥から概観する。そもそもジャンピングとは，突起した小J:I.を飛び、越

えた時の雪い知れぬ境地から生まれた，と言われている。例えば， 1888年にグリーンランド初

横断に成功した FridtjofN ansen は Thefirst crossing 01 Greenlandの中でjumpingについ

て，次のような記述とイラスト(閤1)を載せて説明している。

The jumping is done on a steep hil1side，which has a gradient of perhaps from 30
0 

to 400

• 

In the middle of the hil1 a bank of snow is built， or there may be some natural break 

in the ground or projecting rock which serves the same purpose7) 

野崎によれば， 1808年のテレマーク地方で開かれたスキー大会でジャンプのデモンストレー
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関 Nansena jumping 

ションが行われたが， 1790年頃から次のような先駆け的ジャンプがあったという。

斜面をすべって，その途中に雪でバンプをつくりとんだもののようである。ときに小さな

牧富小屋の屋根からとんだりしたもののようだ。記述ではすrondelagの兵士が十五エル

(ヱルはその昔の単位，ーエルは四十五千ンチ)とんだというのが残っている。この種のジャ

ンブは，滑降途中に自然に飛ぶものと匹別されており，意識的にジャンプして踏んでない

中に着陸し， とんだ距離を争うという形がとられていた8)。

北大スキ一部々員の廃岡戸七郎は，-昔のテレマーク型即ち、OpTraekke"のテクニックは，

明かに純スポート的運動であるジャムプテクニックの方面と，一般スキーテクニックのスポー

ト的影響による所謂ゲレンデの方面とに完全に分化しJ9)たと述べて以下， 1930年代に「ゲレン

テリの方面」すなわち、、OpTraekkザ(又は Traekkehop)からノルウェーのテレマーク地方の

スキーによって「ジャムプテクニックの方面」に分化したと論述している。

第二節 ジャンプ大会

テレマーク地方のスキーが，ジャンプテクニツ

ク方面に分化した歴史的な出来事，それは 1879年

にノルウェーの首都クリスチャニア(現在オスロ)

近郊の HusebyHill (ヒゼビー丘)で開かれた第

1回ジャンプ大会であった。(図 2) 

竹節は， D.M.M. Crichton Somerville (以下，

ゾンマーピル)の論文によるとして，この大会の

様子を次のように紹介している。

出場選手の多くは長くて強い棒の上に馬乗り

になって…つまり皐丸制動で必死になってス

ピードを殺しながらアプローチを滑り，その 留2 小枝を苓に持った少年
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まま踏切台から空中に飛ぴ出した。本人はとてつもない距離を飛んだと思っているのだが，

実は滑り落ちた程度である5)

以下，この続きをゾンマービル本人の論文、TheOrigin and History of ski"には，次のよ

うに記述されている。

But then came the Telemark boys， erect at starting， pliant， confident， without anything 

but a fir branch in their hands， swooping downwards with ever increasing impetus until 

with a bound they were in the air， and 76ft. of space was clearedere， with a resounding 

smack， their ski touched the slippery slope beneath， and they shot onward to the plain， 

where suddenly they turned， stoppedin a smother of snow dust， and faced the hill they 

had just descended ! 10) 

これこそ世界スキー史上における「意義深〈画期的なスキー競技会J と評されている大会で

ある。日本では，この論文が多くの著作に引用されている。

第ニ輩 ジャンプ技術の導入

第一節輸入技術書

では次に，ジャンプスキーの発祥期に日本では，世界の如何なる技術が導入されていたのか

を見ていく。当時 B本に輸入されていたスキー技術書として北大スキ一部には，次のような

誉籍が所蔵されていた。

① How to Ski， V， Caulfield， 1924 

② Ski-Running， E.C Richardson， 1904 

③ Der Schi， H， Hoek， 1911 

④ Schneeschuh und Rennwolf， M， Schneider， 1900 

⑤ Das Ski-la句fen，F， Huitfeldt， 1907 

これらはいずれもスキー技街の総合的な技術審であり，ジャンブ技術の専門書ではない。

載されている jumpingの技術説明を読むと，書かれた内容はどれもそれほどの差異はない。例

えば， V， Caulfieldによる Howto Skiは，スキー技術全般をかなり詳細に，しかも要領よく平

易に審かれているが，著者が臨転技術に秀て。ているためかジャンプを記述した文(ジャンプの

説明文は 35頁，以下同じ)に力点がおかれていないように見受けられる。次にEιRichardson

のSkiωRunningも前書と悶様に我が閣で多く読まれていたが， jumpingについては，前書以上

に簡単にアウトラインだけしか説明されておらず(10真)，技楠的にも較視されているように見

る事ができる。 H，HoekのDerSchiは，明治42年にコラーが取り寄せ，日本で最も早〈読ま

れるようになったスキ一番である。後述するように，木原均が主にjumpingを理論的に研究し

た時の技術審でもある。これにはjumpingについて 24頁にわたって説明され，その中に(図3) 

のイラストが掲載されている。

これらの本に共通しているのは，ジャンプの他にスキー技術の全般が初心者向きに解説され

ていることである。この頃，すでに世界のスキー界では， jumpingがゲレンデ種目から分離し独
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-玉三、
図3 Der Schiのjumping

立した分野として認識されていたと思われるにもかかわらず，他のスキー技術と同列にしか扱

われていないのが特徴である。

第二節 日本のスキー文献

では，次に日本でジャンピングが知何に扱われていたのか，年代)1原に見ていくことにする。

(1) wスキー術.s (明治45年;鶴見笠信)

『スキー術』にはノルウェ一式運動の一つに「飛行」を挙げ，次のように総介されている。

飛行ノ為ニハ第十九図[関心ノ如キ演習場ヲ設備セサルヘカラス斜面ハ跳飛点ノ上部ヨ

リモ下部ニ於テ急、ナルヲ要ス市シテ跳飛点ノ直上三乃玉三五米関ハ略、、、水平ナラサルヘカラ

ス跳飛点ノ雪ノ¥過キ或ノ、硬ニ失スヘカラス銚飛点及落達点ハ雪荷ヲ踏ミ罰メ又跳飛点ニハ

襟識ヲ立ツへシ飛行ニハ初学者ハ杖ヲ用イサノレヲ要ス11)

これが日本で最も古いジャンプ技術を解説した文献であろう O 尚，この著作について，自白

が内容を『氷滑術初歩.s(明治42年;w本喜市)，丁裁を Fスケート術』からとって作成したと
述べているが引 内容を比較検討した結来，レルヒの師・ツダルスキーの著した、Alpine

Skifahr…Techniγ をモデルに，技術内容もその翻訳に近いと見ている 13)。

(2) wスキー滑走.s (大正2年;金井勝三郎)

金井は，鶴見の著作『スキー術』と

山口十八著 fスキー教育法.s(明治44

年)に学び，この蓄を著した。これに
ノルウ~-

も諾威式運動として「空中飛行J'4)が

図解(図 5)されている。ここの部分

はDerSchiのjumpingからイラスト

(園 3)を引用したと見ることができ

る。

(3) rスキー及びスキー術に就いて」

(大正3年;北大『文武会々報』第 73

号)

~，"'! 
時，，'-

，，qOBJ100r 

"r'1'I:/_.........ポ /
どやお6σ F 

2 ooa.. 2. 5 " 

国4 鶴克箸 Fスキー術」の飛行
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2 1 

関5 金井箸「スキー滑走」の空中飛行

北大スキ…部が初めて発表したこの技術論文の中に，飛躍について「スキー術練習に付きて

の住意」が「スキーの過短，不適当なる結締具，着控報の不完全，スキーの不平行及び不水平，

f王形の不良の柔らきか又は湿気ある雪J15)と記されている。

これは大正2年シーズンの練習参加者に配布された『スキー術基本動作説明書.!(現存してい

ないが，筆者はか、1)印刷の簡単なプリントではなかったと推測している)にも書かれていた。

北海道では最も古いジャンプ技術に関する文献であると思われる。

(4) iスキーに就いてJ (大正5年;北大 r文武会々報』第 79号)

北大文武会雑誌に掲載された無署名論文「スキーに就いてJ16)に，

今左に示すスキー術の精華たるジャンピングのレコードによりて彼等の進歩の一斑を窺ふ

に足らん。

一八七九年(諾威最初の競技会) 二十三米

一八九九年

一九O二年

一九O八年

一十三米

四十二米

四十六米

などとジャンプの世界レコードが書かれているo

(5) 木原均「スキーに関する資料(其ー)J 17) (大正6年，北大 r文武会々報』第81号)

後述する如く木原は，大正元年に北大予科に入学しコラーからスキーの話を聞かされ，最初

に読んだのがDerSchiであった。この論文は，入学以来読んで、いた DerSchiを翻訳したもの

ではあるが，ジャンプに関してまとまった論文として日本における最初のものと見ることがで

きる。

(6) 木原均「スキーに関する資料(其ニ)J 18) (大正6年，北大『文武会々報』第 82号)

この論文は， (其ー)の続きで世界のジャンプ史も含めて「スキーの歴史」が述べられている。

いわば日本で警かれた最初の世界ジャンフスキー史であったといえるo

(7) wスキー術.!19) (大正8年;木原均・遠藤吉三郎共著)
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この中に鶴見や山口と同様にスキー技術の一分野としてジャンプ

と

日本におけるジャンプスキーの発達に関する膝史的研究

木原と遠藤が公刊したが，

技術が取り扱われている。

(8) 大矢敏範「スキーの高飛に就いて」制(大正9年;北大『文武会々報』第88号)

これは Howto Skiを参考にしてはいるが，これまでのように外国書の翻訳ではない。大矢

が休をこわしジャンプすることに対してドクタ…ストップがかかっていた時に(後に詳述)，自

身のジャンプ体験をもとに実接的な研究の結来をまとめたものであり，日本のジャンプ史に

とって記念すべき技術論文であるといえる O

(9) wスキージャンピング』刊(大正 11年;康問戸七郎)

これは北大スキー部が，それまで取り組んできたジャンプ技術の研究をまとめた専門的研究

書であり最初のジャンプに関する単行本であった。(図 6)にある呂次をみれば分かるように

ジャンプに関する総合書であり，ジャンプの起源，技術上の変遷から始まって，ジャンプ台や

蹴装及び用具，練習方法から審判法まで幅広く載せられている。

康問はこの蓄に記されているジャンプ史の中で「日本で最初にジャンプスキーを研究したの

は，大正3年頃の大矢敏範である」と述べている。

(10) w拾五周年記念誌~ (大正15.if. ;北海道帝国大学文武会スキー部)

資回の『スキージャムピング』が発表されて 4年後，北大スキー部から 15周年記念誌が発刊

された。これは繋明期後に発行されたものではあるが，多くのジャンプスキーに関する論文が

掲載され，それによって霊祭明期に北大スキー部がジャンプスキーをどのように産み育てたかが

よく解る。

先ず，庚聞論文の「考醸せられたきスキージャムピングの将来J22)と 'Traekke hop 

Gelandesprungとに関する研究」めから見ていこう。前者には「スキージャムピングがスキー術

の濫奥であり聞して『スキースポ…ツの王』であるといふことは，何人も認むるところであるJ22)

と，ジャンプを最大級に賞賛する文から始まって，飛型と飛距離の課題と展望などが記されて

いる。後者には，先にも引用したようにスキージャンピングの歴史が連べられている。次に緒

方直光は「ジャムパァとしての経験より」間という論文で「木原と大矢が我が閣のスキージャン

ピングの開祖である」と二人を讃えたあと，技術的な発展過程と今後の課題を論述している。
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さらに伴素彦は「ランデイングテクニックの研究J24l，大矢敏範が「本邦スキージャムピング創

始時代の研究の憶出J25)(以下，大矢の"臆出J)などスキー部創設後のジャンブに関する論文を

記述している。

ジャンプ事始め

第一節先行研究

次にジャンプの草分けについて論考してみたい。先ず日本で最初にスキージャンプを始めた

のは誰か。西沢勝次は「スキー術中にジャンピングなる技の存在すると云ふ事はレルヒ少佐時

代から開かされていゐた。けれ共少佐自身も苦々には示して呉れなかった」矧と述べている。一

方，坂部議郎は，明治44年に高田でレルヒにスキーを学んだ学習院の生徒，二荒芳徳や三井高

公等を，

第王室撃

わが留ではじめてジャンプしたのもこの連中だった。外国からきた絵葉書を見ると，ストッ

クなしで飛んでいるo …(中略)…薬師山のいつもは石段のある題、斜聞に高さー尺ばかり

の跳ぴ台を造って飛んだものである。だから飛躍距離ー米というありさまだった27)

と記述している。これによると，彼らはレルヒに教えられたのではなく，絵葉書を真畝てジャ

ンプしていたという。このようなことから，従来「レルヒは高田で1)リエントフェルトスキー

技術のみを教えた」ということが定説になっている。しかし， (図 7)のようにレルヒ講習を受

けた山口がクリスチャニアやテレマークなどノルウェー技術も指導されたと記しており，十

七，空中跳飛法J28)とあるようにジャンプもそれに含まれていた29)のである。もちろん，翠年の

旭川川iス占キ?一講習会でで、もレルヒがそれを伝達したことはさ当当然でで、あつた桟削削1)

ところでで、，レルヒが日本で指導していた頃，世界のジャンプ技捕は突起した小丘を飛び越え

る(ノルウェーにおいて upTraekke又は Traekkehopと呼ばれていた)技術から，飛距離

を争う技術に分離していたことは既に述べた。当時の日本では小丘を飛び越える技術を「飛躍J，

練
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飛距離を争うジャンプを「高飛」とか「飛行J (鶴見)， i空中飛行J (金井)等と呼んで、いる。
たかとぴ

本論文では，当時北海道で飛距離を争うジャンプを「高飛」と呼んでいたので，以下それを用

いることにする。

レルヒが高田や旭川で実技指導し定着した「空中銚飛法」は，飛躍であって高飛ではないよ

うである。既に述べた如く，山崎が大正4年2月に北大スキー部主催の競技会で2m程の講を

跳ぴ越える障害物競争を「我が国におけるスキージャムピングの草分けであるJ(以下，山崎説)

と記述し，その後あちこちに引用されている。しかし，この障碍競走は酵害物を跳ぴ越えるも

のであるからレルヒが指導した飛躍であった。北大スキ一部の競技会でみれば山崎説の前年，

つまり大正3年にも時害物競争制として飛曜を行なっている。従って，大正3年とすべきもの

を大正4年と記し，飛躍から高飛が分離する以前なら兎も角，すでに分離していたので飛躍は

ジャンピング'eIR別きれなければならない。ゆえに「ジャムピングの草分け」とはならないの

で山崎説は二重の誤りを犯している。

その後， Hannes Schneiderの発案したアールベルグ・スキー技術31)が世界に普及すると共に
グレンデシュプルング

「飛躍」技術は， Gelandesprungと呼ばれるようになっていった。その技術が日本にもイ云わり，

ゲレンデシュプルングというタームが一般的になり，今Bに至っている。日本におけるゲレン

デシュプルングの鴨矢，すなわち飛躍の始まりはレルヒが指導していた明治44年の高出スキー

講習会であった。

第二銭高飛の始まり

日本に高飛が最初に紹介されたのは，いつだったのかを見ておく。既に，学習院の二荒等が

明治44年に絵はがきをみてジャンプしたことは述べたが，それより 15年も前の 1897年(明治

29年)12月に発行された雑誌、『少国民』に「スキJ!馳けと題してイラスト (~8 )入りで記さ

れていた。

「スキ」馳けなるものは長距離を飛び得たるものは勝を占むるものとす。而して其着地点に

は，勿論雪を積み置かざれば能はず。きもせざれば競技者は足部を傷つくべきや必せり 32)

さらに続けて世界一飛んでいたミッ

ケル・ハムスベット氏は，かつて 102

フィート[約31mJの大距離を記録し
ていると記述されている。

では，実擦に高飛を行ったのは誰

だったのか。秋聖子武夫は i数あるス

キー競技種目のなかで，戦前から世界

に伍する，あるいは少なくともいどん

できつづ、けたといえるのは，ジャンプ

のみであろう」聞と述べて，事始めに

ついて次のように記している。

大矢敏範が大正4年に外国文献か 菌 8 雑誌「少園民J
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らスキー・ジャンプの方法を知りスキー滑降中に偶然飛び、上がった体験から，本格的に研

究し始めたのが日本のスキー・ジャンプの初めであった33)

さらに，康聞は「日本で最初にジャンブスキーを研究したのは，大正3年頃の大矢敏範であ

るJと述べている。廃回は，最初に北大スキー史をまとめ，後に大きな影響を与え，大正15年

の「部の歴史としてJ34)にも引用されている(後述)。さらに「ジャンプを初めてやったのは大

正六年，大矢敏範」附と真鍋晃雄が記述しているが，この様に見てくると開始年は異なるが，大

矢敏範であったという点では一致している O 大矢自身も，次のように記述している。

私は初めノルウェ…のジャムピングの活動写真をみて大いにその壮快に打たれてゐた。そ

れ以来種々それに関するものもながめ小さいシャンツェを作って簡単なジャムピングの練

習をしてゐた36)

以上のことから，大矢敏範が日本における最初のジャンプ研究者(ジャンパー)であると考

えて間違いない。

第三節大矢敏範(写真1)

大矢のスキー墜を見ながら，大矢がジャンプを始めた時期について推考してみたい3九大矢

は， 1896 (明治 29)年3月21Bに富山県で生まれ 8歳の時に小樽に転居して来た。花盛小学

校高等科に編入し，明治42年に小樽中学校(現小樽潮陵高校)へ入学した。(以下，表1参照)

①明治44年3月に外国の活動写真を見て，三尺位の板でスキーを作った。②パレット氏にス

キーの作り方(先を曲げくことや締め具の方法など)を開き，翌45年 1月に二台自のスキーを

作成した。③それを履いて山の上から滑降し，ステミアーム(制動因転)イ立ができるようになっ

た。これは大矢が17歳 (/J、樽中学4年生)の頃であった。④翌大正2年2月，小樽スキー倶楽

部(大正元年10月初日創立)主催の講

習会で歩兵第二十五連隊の中津治平少尉

(レルヒの越川スキー講習を受けた)から

夜滑降，田転などと共に飛躍を習った。

⑤大正2年5月に小樽中学にスキー部が

郵られた時，大矢は既にスキーの熟練者

であり，しかも最高学年であるというこ

とから初代部長に推された。大矢の回顧

文「昔麟」によれば，

此〔中津少尉の講習会]を境として

技術的に躍進したのである。小樽公

園の正Fうから山にかけてスキーボイ

ズの練習地で密柑箱を骨にして雪を

つんでシャンツェで兎に角ジャムフ。

をやりスウィングで止まることを 写真 1 大矢敏範
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表 1 日本ジャンプスキーの功労者・大矢敏範の年譜(中滞時韮製作;2001.11) 

年 年号 年齢 言己 述

1896 明治 29 O 山県東砺波郡鷹繍村に二男として生まれる(3月21日)

1904 37 8 小樽に転住

1906 39 10 小樽区花濁小学校高等科に編入

1909 42 12 小樽中学校(現小樽潮陵高校)入学

1911 44 14 ロスキーの映画をみて自家製のスキーを創って飛ぶ

1914 大正 3 18 小樽中学校卒業(3月19日)北大予科入学
月 月 ロー 山において雪の飛台でジャンプ練習

1915 4 19 口北大スキー部大会の障害物競争(ジャンブ)で優勝

1916 5 21 ロ木原が助っ人に，スキー部員にジャンプが普及し始める

1918 7 23 北大予科卒業(7月6日)，本科(農芸佑学科)に入学

1920 9 24 論文「スキーの高飛についてJ (B 本初)を発表

" 
月 。小樽商業学校(現小樽商業高校)の仮設飛台で21m飛ぶ

" " ロ小津町(現共和村)で北大スキー部がジャンプ合指

1921 10 25 北大卒業(3月31日)

1922 11 26 千葉県望陀農学校(現木更津高校)教諭となる

1932 昭和 7 36 小川良恵と結婚

1941 16 45 千葉県茂原農学校校長となる

1942 17 46 海軍湾政官としてセレベス 派遣さる

1950 25 53 福島県会津短期大学教授となる

1963 38 66 北海道女子短期大学(現北海道浅井学園大学)教授となる

1970 45 73 死去(3月31日)

知って盛んに活寵してゐた38)

というから，明治経年にノルウェーの活動写真をみて飛ぶために手作りのスキーを始めた。 2

年後の大正2年2月，小樽スキー倶楽部主催のスキー講習会で中津少尉に飛躍を習ってから本

格的に飛べるようになっていった。大矢はそれ以前から自分で飛んでいたので，中j撃が教えた

飛躍の技術を高飛に応用したのであろう。彼は小樽中学第9期生として大正3年3月に卒業，

弱年9月に北大予科に入学した。

以上のことから，大矢の高飛は，まだ小樽にスキーが導入される前の明治44年に外国の活動

をみて始め，大工E2年から本格的に取り組まれた， というのが正しいようである。先に見

た大正3年ないし 4年の開始説(真鍋の「六年」説は論外)は，北大に入学した後の大矢を見

て審かれた歴史である。北大に入学する 2年前から小樽で大矢は始めていた。場所についても

従来は，当然北大のホームゲレンテ、で、あった「三角山J となっているが，正しくは大矢がいう

ように「小樽公閣の正門から山にかけてスキーボイズの練習地」である。
いわおのぼり

大矢の実家は岩雄登(硫黄LlJ，現イワオヌプ1))の麓で大きな農場を持っていたが，小樽中
まさかえ

学校には小樽の真栄町にあった家から通っていた。従ってスキー練習地は真栄町の自宅に近

かった。

先日 (2001 5月)，小樽郷土史家の水口忠に案内されて現地を踏査してみた。水口によれば，

潮見が丘(現在の真栄町2)の亀田の山(沢)付近ではないかという。地形的には小さなジャ

ンプ会なら造ることができる斜面がある(写真2)。今はそこにも住宅が建っているが，かって
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小樽中学校のスキー授業も行われ

ていたという 39)。

大矢が北大に入る前の小樽中学

時代に，そこで友人の北川誠や山

崎憲らとジャンプを始めていた。

これが大矢のジャンプの始まりで

あり，同時に日本のジャンプの割高

矢でもあった。「アンマリ反り返っ

たシャンツエJ を作ったので，空

に跳ね上げられ頭から落ちたり，

友人が両足を折ったりしている。

「スキーは足を折るとか経我をす

ると云う風説が一般にあってみな

警戒してゐたJ38)ので，小縄中学

写真2 ジャンブ発持地

スキ一部の創設された頃には，ジャンプは部の活動として取り入れられずにもっぱら天狗山や

円山，毛無山などにスキー登山をしていた問。

大正3年9月，大矢は北大予科に入学してからも自分で雪の台を作り，飛ひ方も独自に考え，

ガタyゲタと金具の音がするアルペン式スキーで練脅していた。スキ一部にジャンプ技術を解説

した何冊かのスキー参考書幸が備え付けられてあることを知り設へそれをひもといた。解らない

箇所をコラーに解読してもらい，サッツやランデイングの姿勢を中心に研究した。このように

1シーズン自は，空中に浮き上がる壮快さにひかれて一人でジャンブの練習に熱中した。とき

たま何人かの友人が大矢の練習に加わったが続かなかった。

誰もジャムプには賛成してくれなかった。只時折ニ三人の方も来られた。然し雪の中へ埋

まって白熊の様になって眼鏡はとぷしI帽子は飛ぶ悲惨な転落の姿を見ては誰もあまり喜ば

なかった。そのうち十五米突近くもゆく様になってから空中の姿勢がうまく行かなかった

•• .40) 

大矢は孤独な練習を続け腕を回転させる方法を発見して 15メートルも飛べるようになって

いた刷。大正4年2月，円山で関かれた北大スキー部主催第2題スキー大会は，大矢にとって

初めての競技会だ、ったが，障害物競争(山崎説の「ジャンブ。の葱分けJ)で第 1着になった4九

これは高飛ではなく飛躍であったので，大矢にとっては普段の練留と比べ簡単なことだったの

である。

第四章北大スキー部のジャンプ

第一節木原均(写真3) 

このような大矢に盟4年シーズン，強力な助っ人が現れた。北大スキ一部の木原均である。

後に伊蒸正次が，木原を次のように評しているo
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先生[木原]は札親のスキー，特にジャンブの草分け，

ということは B本のスキージャンプの草分けに通ずる

歴史的存在である。先生が札践でスキージャンプに興

味を持たれたのは大正元年，当時北大のスイス人講師

ハンスコーラ一氏のドイツ語のレッスンの時に，ス

キーをはいてシャンツェから飛び出すと二十五メート

ル程を飛ぶという話を開かれたのが，その原顕だそう

である。それからコーラー蹄持参のスキー専門書rDer

SkiJを唯一の宝典として，シャンツェの何たるかを知

る42)
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写真 3 学生時代の木原均

さらに r[木原は]コーラーから欧州にはスキージャンプ

という競技あることも紹介され，詳しく知りたいなら，これを読めと渡された『デル・ウイン

テル』に魅せられてスキージャンブのなんたるかを知ったoJ43)それからシャンツェ建設や，

ジャンプ用スキーを市内の鳥播麗に作らせるなど日本における組識だったジャンプの研究が始

まった， と伊黒は述べている。

木原は，明治 26(1893)年に東京で生まれ，東京市立芝白金小学校に入学し麻生中学校を卒

した44)。大正元年9月，東北常国大学札親農科大学予科に入学し恵迎寮に入り，創立問もな

い文武会スキー部の部員となる。稲田や角倉などスキー狂の面々に，主にアルペンスキー技術

の手ほどきを受けた。一方で、コラーからドイツ語の授業時にジャンフスキーのあることを聞か

され，コラーに紹介されてスキー専門書DerSchiを参考に黙々と理論研究に打ち込んだ(表2

参照)。木版はスキーを単なる遊びとしてではなく，理論的に分析して科学として考えようとし

ていた。北大スキ…部に創設直後からスキーを学問的に考えようとする気風が作られたのは，

北大が最高学府であったからだけではなく，パイオニアとしての木原の影響が大きかった45)。

一人は同じ噴ジャンプに傾倒していたが，理論を重視してスキー技術を追求していた木原と，

実践的に技術を研究していた大矢の出会いは大正 4年であった。大矢が北大に入った最初の

シーズンは，大矢の自宅が小樽にあった関係から小樽で練習することが多く，札棋にいた木原

の目にとまらなかったようである。二人が出会った後に木原は r君此からはジャンプの時代だ。

本撃で此から基礎を打ち立てねばならぬから後つぎをつくらねば駄自だ。遠藤先生も一生懸命

だ。うんとやろうではないか」州と大矢を励まし，一方北大スキー部の には「真実の

Schilauferとなろうとするにはジャンブを練習しなければいけないJ47)と訴えた。その嘆のこ

とを大矢は「木原先輩のジャンプに対する情熱は実に非常なもので，自らも非常に痛快なジャ

ンピングをされたJ40)と述壊している。これを見ると木原自らもジャンプを相当行う理論家

だったとも考えられる。

その頃，本場ノルウェーから本格的な技術を身につけて帰国していた遠藤吉三郎も二人に加

わった。遠藤の帰国について「大正5年説Jが定説になっているが，実際には大正3年3月に

帰国していた。木原は，スキージャンプの始まった頃を，次のように回顧している。

遠藤先生に色々とノルウェーの話を教へられ又御実施御指導を仰いだ。実に熱心でよく要

点をうがった櫛指導をいただいた，スキーによく婚をぬらないと，ランディングがうまく
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表2 日本ジャンプスキーの功労者・氷原均の年譜(中溝暗室製作;2002.9) 

年 年号 年齢 言己 述

1893 明治 26 O 東京市で生まれる (10月21日)

1899 32 6 東京私立芝白金小学校に入学

1905 38 12 麻生中学校(現麻生学関)に入学

1910 44 17 麻生中学校卒業

1912 大正元 19 東北帝盟大学礼申晃農科大学予科に入学(9月)
1/ 1/ 1/ ロスキーを始める。コラーからジャンプスキーを開く

1915 4 22 ロスキ一部でジャンプの実践者・大矢敏範を知る

1916 5 23 ロ大矢と共にジャンプに魅せられフォームを研究
H 1/ 1/ ロ大矢とスキー部員にジャンプの普及を訴える

1917 6 24 口小樽で仮設ジャンプ台を作る
月 1/ 1/ ロスキー論文「スキーに関する資料J を発表

1918 7 25 北大農学部卒業，大学院に入学
1/ 1/ 1/ 一年志願兵として近衛斡重兵大隊に入営

1919 8 26 ロ遠藤との共著『最新スキー術』を発刊

1920 9 27 。北大スキ一部が小揮国J(現共和村)でジャンプ合指
H 1/ 1/ 京都帝国大学助手(理学部;10月)

1924 13 31 京都帝国大学助教授(農学部)

1930 昭和 5 37 ロ 日本スキー連盟技術委員長(-1938) 

1940 15 47 。全日本スキ一連盟副会長(-1946) 

1958 33 65 口 日本スキ一連盟会長(-1968) 

1960 35 67 ロ第8囲冬季五輪(スコーパレ 選手団長として参加

1964 39 71 ロ第9回冬季五輪(インスブツレック)選手団長として参加

1966 41 73 ロ世界アルペンスキー選手権(チリ)国際スキー連盟理事会参加

1968 43 75 。第 10回冬季五輪(グルノーブ浄ル)I翠際スキー連盟役員として参加
1972 47 79 ロ第 11田冬季五輪(札幌)組織委員，スキ一連盟役員として参加

1986 61 93 横浜市にて逝去(7月27B) 

行かないのみならず，転倒することもわかった叫

木涼は「小麦の研究J業績が認められて，京都帝国大学理学部の助手となって札幌を離れる

が，その後全日本スキー連盟(以下， SAJ)初代技術委員長となった。 1940年には五色温泉に

おいて開かれた第 1屈指導員検定会では主任検定員，戦後は SAJ会長を務め，第8臨から 11閣

まで冬季オリンピックの団長や役員として参加するなど， 日本のスキー界に多くの功績を残し

ている。

第二節恨設ジャンプ台

本場ノルウェーのジャンブ。を知っている遠藤は，固定したジャンプ台がなければ技術も進歩

しないことを指導した。この頃，大矢は小挿から北大に通っていたので，自宅のある小樽でも

ジャンプに打ち込んでいた。「スキージャンプの始まった頃」に木原が，

ちょうどその頃，北大であった大矢敏範君が，独学でジャンプの練習に熱中していた。時

君は小樽の出身であった関係で小樽で練習していたが，ある時遠藤先生やわれわれ数名が
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国s三角山周辺

大矢君の練習を見に行った。そこでわれわれ一向はまず台をつくろうという事になって，

小さな木造の台を完成させた。これが恐らく日本最初の仮設ジャンフ。会だったろう。確か

大正六年の厳冬だったと思う 48)

と臨顧している。ここで木原は「六年」としていたが加のところで「大正五年頃と思う o これ

が日本のスキージャンプの初まりである J49)とも述べている。遠藤の帰国後の木原や大矢の関

わりからみると，赤坂が「大矢敏範がジャンプの研究に熱中していた 1917年に，北大の遠藤先

生の指導で日本最初の仮設ジャンプ会が小樽高商の裏山に造られた。…(中略)…[この台は〕

日本最初の台といわれる」叫と記述しているように，小樽に日本初のジャンプ会(といっても本

格的な国定ジャンプ台ではなく仮設ではあった)が造られたのは大正6年と考えられる。同じ

年に北大スキー部も「此の冬から飛台を設けて大いに技術を練り，桔応の成績をあげる心算で

ある J47)，r今年度から正式に飛台(シャンツェ)を作ってジャンプのレコードを残すJ5!)と木原

らが意気込んでいた。しかし，実際に北大が「予算を得たので之を期に円山山麓の南に飛躍台

を作ったJ52)のは，大正7年になってからである。場所について，ここに「円山山麓の南」とあ

るが，後に大野がさらに詳しく「琴似のシルパースロープ。J叫と記述している。シルパースロー

プとは三角山の北に張り出した尾根にあるツツジ山付近のスキー場である。イ反設といえども飛

台を作ったことにより遠藤の指摘通りジャンプ技術は飛躍的に伸ぴ始めた。

小樽では大正7年2月11日，小樽庁立商業学校(現小樽商業高校，以下庁商)の第 2

関スキー大会に北大の遠藤，大矢，大主主が招かれて，午後遠藤が選定した斜面にジャンプ台が

作られ大矢や庁痛の中村らがジャンブした5ペ小樽出身の大矢が小樽で鱗習していたため，その

影響をうけて韓中や庁商の生徒が何人か一緒に飛んで、いた。なかでも庁商の中村はめきめきと
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実力をつけていた。

第三節初歩のジャンプ技術

この頃のジャンプ技術が如何なるものであったのか簡単にみておし

①直滑降でスタートし，飛台の 15メートル程手前で、両足をそろえて膝を屈し上体をかがめ腕

を伸ばす，②2-3メートル手前で腕を高くあげ上体を上に強く伸ばし，③空間姿勢には，全

身をまっすぐ伸ばしたまま(直立躍下)の方法と，空中に飛ぴ出したら直ちに膝を曲げる方法

がある，④着韓は一方のスキーを少し前にして前後のバランスをとりながら，パネ仕掛けのよ

うに膝を曲げ衝動を軽くする問。

木or:は，大矢がジャンプするフォームを写真に撮って指導した。大矢は「いつもシャンツェ

の下や横に居られて写真器をもって写真をとって帰ってから逃げ道のない忠雷を賜はる木原先

輩の替は深〈印象しているJ制と回顧している。木原がコーチして大矢が飛ぶというように二

人で本格的にジャンプの研究を進めた。このようなことから，後にスキー部の後輩ジャンパー

である緒方は「木原，大矢は音調スキージャンブの龍祖である j56)と評している。

北大スキ一部では，スキー登山中心の部員を「山党j. 王子地滑走やジャンフ0・スラロームなど

を専門にする部員を「畑党Jと呼ぶようになっていった問。北大スキー部は，三十周年史に「創

設以来取り組んできた直滑降やテレマーク，クリスチャニアなどの技術がほぼ完全にマスター

できるようになっていたことも，それまで書籍で見たり話で開いていたジャンプに自が向けら

れるようになった要国であったJ と記述している。しかし，真の要因は木原や大矢らの苦労が

功を奏してきたことによりジャンプを志す者が増え始め，組織的に取り組めるようになって

いったもの， と筆者は考える。この頃，畑党の練習種目のうち特にジャンブは「スキー術の寝

奥であり而して『スキースポーツの王』であるといふことは，何人も認むるところである j22)と

いう主張が浸透し r最高のスポーツである」と考えられるようになっていた。

しかし，大正8年には木原が兵役に臓し，大矢が肺炎にかかり校医から「シャンツェからは

遠のかにや駄目だj57)といわれ静養することになり，中心人物を失ったスキ一部のジャンブ活

動はやや停滞し，ジャンプの研究もそれ程進まなかった。

後に「この頃からスキージャンフ。の研究が行われたJ町と記述されているのは，広田がいうよ

うに北大スキー部がジャンプを部のひとつの研究テーマとして本格的に行うようになった大正

8年度シーズン(大正8年末)である。

第五重量 ジャンプ競技の擦始

第一節研究から普及へ

8年度シーズンは，ジャンプ史上にいくつかの麗期的なことがおきている。①先ず三角山に

木材で組み立てた飛台の他に軽川にも作られ，北大スキー部が組織的に毎土曜8の午後，ジャ

ンピングを行なうようになったこと，②大正9年I月15日から 2月238まで，畑党の部員(並

河功，後藤一雄，緒方直光，康問戸七郎の4名)が琴似で記念すべき第 l盟のジャンプ合宿を

行なったこと。しかし，この時は初歩的な練習で12.13メートルを飛ぶのが鴎の山であった。

期待したほど成果があげられなかったのは，初めての合宿であったことの他に，それまで活躍

していた大矢の体調が剖復せず，兵役中の木原も参加できなかったことによるものである。③
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大矢はドクターストップのかかっていた関に，ジャンプの技術論文「スキーの高飛について」

をまとめて発表している。

スキーの飛躍はスキー花であります。此の壮麗な選手競技の見られない内は本道のスキー

も幼年時代であります。どうかして私は一日も早〈大胆にして深慮ある人々によってジャ

ムプの完成せられむ事を望み且期して不及ながら此の稿を公にする事に致しました叫

という書き出しから，飛台などの設備や飛揚法，練習法などを論述している。この研究は，前

述した如く Howto Skiの挿し絵がそっくり引用されていることからみて，それを主文献にし

たものと思われる。これは，大矢がそれまで積み上げた実践の結巣をまとめたものであるが，

わが国で最も早いジャンプの総合的な技術論文といえる。

このシーズンの中頃には面復した大矢と兵役を終了した木涼がジャンプ練習に復帰，北大ス

キ一部のジャンプ陣は緒方や療回の他，青柳，向井など充実したメンバーになっていた。さら

にこの噴，札樽各中学校，鉄道，道庁などのスキー部が活発に活動するようになり，北大に指

導の要請が来るようになった。北大スキー部は依頼を受けると自分たちの棟習を犠牲にして

コーチに出かけた。例えば，-同年〔大正九年]ニ月，小樽庁立商業学校のスキー大会に招聴を

受けたる際には大矢敏範氏巳に約itー米の当時に於ける驚異的レコードを作り J59)とあるが，

この小樽庁商スキー大会(2月21日)には遠藤，木原，大矢らが招かれ，大矢は遠藤の指導で

作った木材の飛台で21メートルという，当時としては「大記録Jを作っている。さらに，遠藤，

木原，大矢らは小樽中学にも指導に招かれている。この頃，樽中には南波初太郎を筆頭に杉村

麟太郎，秋野武夫，安達正治，村本金弥らジャンパーの後継者が瀬見台近くのシャンツェで飛

んでいた。さらに，小神高商も讃岐梅治，丁野，渡辺らが本格的にジャンプに取り組んで、いた60)。

2月22日，北大スキ一部主催の第8臨スキー大会が手稲山の千尺高地で関かれる予定であっ

たが，吹雪のため中止になり，そのかわりジャンブのブオーム研究を持った。翌23Bには，

[昨年]琴似ツツジ山のー丘陵[シルバースロープ;圏7Jに二尺巾のニ間板三枚を部員総

出で運搬し， [木製の 20m級の〕シャンツェを取り付けたる所でジャンプ大会を開催した

が，記録は十二米位〔正確には稲積が48現〈約14.6m> ]に止まった刊

その頃の世界記録は，すでに 60メートルに達していた。「日本のジャンプはモット研究せね

ばならぬ」と木原は奮起し， ，-[大正9年] 3月25Bから 31日まで6日間小津町に木原学士，

大宅スキー部長[正しくは主任〕ら約 10名が合宿を行なJ制)った。

参加者は木涼をリーダーに大矢，緒方，康問，問見，岩井らであった。小沢駅前の荒井旅館

を根拠に村外れの妻神スロープに 1メートル位の雪合を作り，木原がジャンプする大矢たちの

フォームをカメラにi収めた。夜はその乾板を押し入れの中で現像する。それを見せながらスキー

の原書と比較し，木原は「モット体を前にかけてJ，，-両スキーをそろえて」などとフォームの

指導を行なった。後に，この合宿を小)11玄ーが，次のようにまとめている。

海外の書を唯一の指導者として専らフォ…ムの研究に意を注ぎ，クローチングダウン，サッ

ツ，フライト，ランデングと言ふ風につぎからつぎへと研究を為し実に涙ぐましい程の苦
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心と臨難によってやうやく

今日のジャムプでの基礎を

築きあげる様になった叫

なぜ，札醜から遠く離れた辺

郡な小沢が合荷地に選ばれたの

か。これについて「小沢には大

矢さんという牧場主の息子さん

が北大生で居られたから，ここ

を根拠とされたもののようで

すJ聞と遠藤源四郎が述べてい

る。さらに大矢本人が翻顧の中

で次のように述べている。

写真4 ジャンプ合宿の妻神スロープ(lE覇)

[肺炎で静養していたが，なかなかよくならない]この不幸な僕の為にみんなわざわざ「そ

れならば大矢さんの村の家へ合宿して練習しよう」ということで小沢村の暗い不便な荒井

旅館にきてくれた開

2000年2月，筆者は小沢の合指地を捜すべく足を運んだ。共和町役場の宮崎勝雄によれば，

既に「荒井旅館」はなくなったという。しかし，委神スロープは，函館本線]R小沢駅の 500メー

トル程前方，国道12号線をはさんだ正面の斜面であると教えてくれた(写真4)。尚この時，

かつて大矢俊範のことを研究した同町の菅原博教育長に会い，大矢の履歴など資料を入手する

ことができた。

第8シーズン，北大スキー部主任の加納一郎は「文武会スキー部報告」に r今後スキーの飛

躍は登山滑走と相侯って並々発展すべきものにして遠からず世界の記録と比較し得ぺきに達せ

んJ64)と決意を述べている。

シーズンが終わった 5月，大井上初代スキ一部長が京都大学に転出することになり，並河功

がニ代目のスキ一部長に就任した。並河は北海道のスキージャンプの創始期に学生の後藤一雄

や広田，緒方らと一緒に合宿をするなど「ジャムプを大きな収穫にまで導かれたのは〔並河]

先生の活動的大努力に奥って広大なりと云はねばなるまいJ65)と評価されている。

一方，同年10月には，木原も札瞬を離れることになる。

第二節 闇定ジャンプ台の建設

(1 ) 日本初のシャンツェ

大正 10年度も，北大スキ一部は琴似に 1ヶ月という長期間の合宿を笑殖した。中野主任は「進

歩は大なものであったJ66)と報告しているが，遠藤教授の他界や木原がいなくなる等の他に，

なるやらで記録は 15メートルから 20メートルとほとんど伸びていない。この頃中聖子は，

札幌も小樽のように学校の近くに虫好なシャンツェがあれば， と嘆いている。

北大によって作られた仮設シャンツェは，自然の地形を全く加工していないために，せいぜ
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シルバーシャンツェ

い20メートルしか飛べなかった。せめて 30メートル位飛べる会が欲しいと願って運動してい

たが，大正11年度にやっと認められ，少額ではあるが予算がついた。なにしろ我が閣で初めて

のことでもあり，着工までにも幾つかのハードルを越えなければならなかった。先ず，場所を

選ぶ問題である。理想的な場所として， (1)市街地に近い， (2)冬期間風あたりが少ない， (3)工事

費がなるべく少なくて済む， (4)雪解けが早い南向きスロープでない， (5)全長 140メートル内外

ある， (6)地主の反対により整地できないということがない，などの条件があった。何度かの測

量の結果，これらの条件に最も近い場所は，三角山の北側にあるシルバースロープの東側斜面

であることがわかった。世界的に有名なシャンツェと較べると，そこはスイスの夕、、ボスのジャ

ンプ台の地形に似ていることがわかり，ダ、ボスのそれをモデルに設計図を造りあげた67)。

次は，お金の問題である。書き上げた設計関で建設業者に経費を見積もらせたところ，予定

価格をはるかに越える約2000河になった。予算の三倍以上の巨額な費用がかかるのでは，とて

も実現不可能で、ある。仕方なく設計闘を修正して経費を下げ，業者にまけてもらって 560円ま

で引き下げることができた。その内訳は，盛り土約80坪 (360円)，切り土約60坪 (108円)， 

シャンツェ木造建設費 (20円)などである。それをスキー部の予算から 260円，山とスキーの

会から 130円と諸先輩の寄付で170円を集めることになり，やっと予算の目鼻がついた。

このようにして 12月5日に漸く始められたが着工してみると，シャンツェの上下 10メート

ルの地点に非常に硬い岩盤があり，変更せざるをえなくなった附。さらに，例年になく降雪が早

く工事は閤難となり，未完のまま第一期工事を終わらさざるを得なかった。完成しなかったと

はいえ，このようにして三角山に B本初の固定シャンツェがつくられた(国 10)。

明けて 1月6日には，このシャンツェのこけら落としが行なわれた。ランデインクゃパーンの

平均傾斜30度， 80メートルという大規模なシャンツェにジャンパーは恐怖心を抱いた。そのた

め消極的になりほとんどの者は転倒し，転ばなかったのは緒方直光ただひとりであったという。

もともとこのシャンツェは，ヨーロッパの水準に追いつくための施設として造られたが，それ

にしてもいきなり大型過ぎたのである 69)0 

翌 12年12月，第二期工事として 10日間でアプローチと飛台位讃の斜衝を加工した。さらに

図10
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翌日年にも第三期の工事が行

なわれ整備されたが，北海道で

最初に建設されたこのジャンブ

台はシ/レノてーシャンツェ

5 )と名づけられた。当時の北

大スキー部報には，つぎのよう

に記されている。

アプローチ五十米，スタ

ト地点が三ケ所設けてあ

り，最上位のスタート地点

から約二十米の間に木組で
やぐら

写真5 シルバーシャンツェ

櫓を組み立て，頂点の所は丘陵の地点から四米の高さがあり，アブローチの最大傾斜はニ

十三度，斜面になる部分は板張りにしてある叫

後に村本金捕は「フライトは高く，シャンツェを離れると丁度千仰の谷底へ落ち込む感があ

り，腹の中が皆其の{尽もって行かれるような気がしました。従って着陸の際のショックも実に

物凄い眠りで，立つ方が少なく転ぶ方が多かったJ7!)と回顧している。三ヶ所設けられたスター

ト地点で頂上から出る者は青山馨ただひとりで24メートルという日本新記録をつくった。

幾多の涙ぐましい努力が払われたが，このシャンツェには欠陥も多かった。しかし，大正14

年の第2回北海道選手権大会兼第3回全国選手権大会予選会に利用されるなど，昭和8年に部

練習用「宮の森シャンツエ」がつくられるまで，北大スキー部員に愛用され，伴をはじめ神津

謙三，村本金調などの名選手を生み出したのである。

(2) 北海道山岳会のシャンツェ

大正12年，北海道山岳会(会長，林常夫;道庁)がスキー奨励のため，札牒近郊にシャンツェ

を建設することになり北大スキー部に場所の選定と設計を依頼してきた。それを受けて北大ス

キ一部は先に踏査したデータをもとに，三角山に固定シャンツェの第二号を建設することに

なった。場所は三角山頂上からみて南東方向に派出した尾根上の鞍部小丘である。そこは，加

工する経費が少なくて済み，シャンツェとして理想的な地形であった。ところが常に北西の風

を受け，斜面距離が約80メートルしかないという欠点があった。しかし，初心者のジャンパー

を養成するためには，この規模で十分で、あるということと，嵐については築造後に紡風の施設

を造るということで決定した。

とりかかった 11月下旬，すでに初雪がきていたが，前年と違って積雪が少なかったの

で作業は順識に進み， 12月下旬には竣工した。先にシルバ…シャンツェ築造の経験者を作業員

に使用したのも順調に進んだ要因であった。このシャンツェは，アブローチ約23メートル，ラ

ンデインク申パーン約25メートル，アウトラン 20メートルという小規模な台であった。すでに

未完成ながら近くに建設されていたシルバーシャンツェに対して，初級者用としていたのでア

ルファベットの最初の文字 α をとって「アルファシャンツエ」と名づけられた問。

アルファシャンツェのこけら落としは，北大スキー部主催の第 5昌幸し樽中学校スキー競技
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国 11 アルファシャンツェ

会副)で，大正 13年1丹27日のジャンプ大会であった。この日，初めてのジャンプ韓日の単独

スキー競技会ということと，一週間後に行われる北海道予選会の小手調べということもあって

選手もさることながら観衆も大勢集まった。小樽中，キし続師範，北海商業，小樽商業，北海中

学，小樽水産，札幌鉄道教習所，札幌第一中，札腕第二中(現札焼商高校)，礼申晃工業の 10校か

ら3名ずつの選手が競いあい，樽中の秋野武夫が12.80メートルの最長不倒距離，スタイルも

いれて得点 137.54で優勝，団体戦も同校が193.5点を獲得して優勝した問。尚，この大会は，

聾年から朝日新聞社が後援して「全盤中等学校スキ…大会」となり，今日の「全国高等学校ス

キ…競技会」につながっている。

大正13年2月2日，北海道山岳会主催第 1顕北海道スキー選手権大会が札棋で開催された

が，ジャンブ積目はこのシャンツェで争われ， 12.40メートルを飛んだ北大の青山馨が優勝した。

(3) 札幌シャンツヱ

大正15年，第5盟会日本選手権大会が札I幌市で聞かれることが決まった時，本し競市議会はニ

角出に三つ自のシャンツェを建設することにし， 2700円の予算を可決した。設計は北大の廃白

戸七郎らが行った。

アプローチは約六十五米，最領斜部三三度あり。櫓の最高所i土地上-0米四O糠あり。ア

プローチの途中A，B二点にスタート点の設けあり。シャンツェ S点より A点なでの幅五

米， AB関は四米の幅になって居る。シャンツェの傾斜は三度，輔五米，長さニ米，高さ二

米である。全くネガティブのシャンツェである。着撞斜面は全長百米，着陸し得る最長点

はシャンツェの端から五O米はとることが出来ると思ふ。最傾斜部は約三O度であるo 着

陸斜面は殆ど自然の僚であり，額かに左右の地ならしを行ったに過ぎない。着睦斜面の幅

はシャンツェ端直下より斜面上下方へ約一ニ米の間はーO米の幅で、それより下方は次第に

麗形に開き最下方は問。米の輯になっている o 着陸斜頭の北側に高さ五米の審判台が一関

盟方設けられている 74)
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と解説している。これは，理想的なランデインク、、パーンで35メートルの飛距離が可能とされ，

当時の新聞は「東洋一の大シャンツエJ75)と報じていた。 12月に着手し翌年1月，大正天皇の崩

街lにより年号がかわって昭和 2年 1月に竣工，札暁シャンツェと呼ばれた。この年は天皇の死

去のため，第5回全日本選手権大会が中止になった。このジャンブ会が初めて使われたのは，

翌3年1月21，22日の第5回北海道スキー選手権大会であった。

この大会では，縄走から米た弱冠19歳の新人永井勝夫が26.8メートルの最長不倒jレコード

を出して優勝した76)。このことからも判るように，この頃には札樽ばかりではなく全道的にジャ

ンプが普及し，その技術レベルも高いものになっていた。

翌2月4，5 Bの第6閉会日本スキー選手権大会では，北大の神津謙三が27メ

ケンレコードを創った。このジャンプ台は，三角山に 4番目の本格的な大倉シャンツェ

の大倉山シャンツェの前身)ができる昭和6年まで，多くの大会で使用されていた。

以上の如く，ジャンプ技術は国定ジャンブ台の建設と共に飛擢的に発展した。北海道初の(当

然， 日本初でもある)シルバーシャンツェ，ニ番目のアルファーシャンツェ，三番自に造られ

た札腕シャンツェは，いずれも北大スキ一部が関わっていた。三つのシャンツェは，いずれも

三角山にあったが，現者Eは跡形もない。痕跡を求めて何度か現地を踏査してみたが見つけるこ

とはできず，従って場所も特定できなかった。札暁第二中学山岳旅行部発行の『ヌタック.! (第

2号;1930)に掲載されている「今井呉瓶腐屋上から見た概略スケッチ」によると，三つのシャ

ンツェは次園のようなイ立霞関係になっていた。

トルのパッ

(今日

図 12
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国 13 札幌今井呉服属屋上から見たシャンツェ

第六章 ジャンプ競技会と技櫛の発展

第一節全国スキー競技会

大正11年 2月19B，小樽スキー倶楽部の主穫で「会関スキー大会」と銘打った大会が開か

れた。同年高田や東京などでも「全国スキー大会」と称された大会が開催された。北大スキー

部の主任幹事であった中野誠一が「全国スキー大会」という名を冠する以上は是非全国的であ

らねばならない。それは，参加者が全国から集まるか否かは開題ではなく，内容が全国的に権

威のあるものであると述べている。中野によれば「全国的に権威のあるもの」とは，第一にジャ

ンプ，次に長距離滑走(平地と登降の三地形を含む)が含まれていることであり，特にジャン

ブのない大会に「全国」の名を冠するのは借越である， とまで述べていた。この点からいえば，

大正11年2月の小樽スキ…倶楽部主龍による大会はジャンブが含まれており，中野流にいえば

その意義が最も大であった。高田や東京の主催した大会には，ジャンプ種自がふくまれていな

かった。「私にいわしむれば価値は半減否全然ないと思う J77)と中野は両大会を評していた。こ

の頃北大スキー部では，それ程までにジャンプ種呂が重要視されていたのである。

この大会には地元の高商，庁商，樽中，札醜から北大，北中，旭川から第七師団，遠く大湊

からも参加した78)。この大会におけるジャンプ韓日の規定は，①午前9時から 11時まで適宜試

技を許す，②本技は 3回とす，③スタートを切りたる時は 1回の本技と看倣す，④着陸後転倒

せずして規定線を越えたる者を以ってレコードを取る，⑤飛躍の長さは台の前橡より着陸の擦

に於ける後足最深部に至る直線距離を以ってす，⑥其他一切は審判員の決定に依る，などであっ

た7針。この大会で荷崩の讃岐梅ニが，地の利を生かして 47尺5寸[約14.4メートル]を飛んで

優勝した80)。

大正11年 12月22日より 30Bまで北大スキー部の畑党は芦別に合指してジャンプの練習を

行い，南波初太郎は 17メートルの最高記録を作った。明けて 1月6日には新設のシルバーシャ

ンツェで，最初のジャンフ。を行った。これについては既に述べた如く，ランデイングパーンの

平均傾斜30度， 80メートルという「所謂ネヌゲチヴならざる為，飛E望者初め恐怖の念にとらわ

る」刊転倒者が続出し，転ばなかったのは緒方だけであった。

大正12年，大日本体育協会(明治42年設立;会長嘉納治五郎，以下体協)が主催する第 I

回全日本スキー選手権大会が小樽市緑が丘で開催された。当初体協は，会場地として五色塩泉

(山形県)か赤念(新潟県)を考えていたが，西谷謙三理事長を中心に小捧スキー倶楽部が誘致運

動を熱心に展開し，小樽で聞かれることになった。前年の「全国スキー大会」を成功させた実
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績が評価された他に，北大スキ…部が全面的にパックアップする体寄せができていたことが大き

な要国であった。本大会には，金属六地区の予選会を通過した者が出場できることになってお

り，北海道予選は札幌で開くことになっていた。西谷は，本大会のリハーサルのためにという

名目で，北海道予選会も同地で開かせて欲しいと嘆顧し 2月3-4日に実施された。この予

選会のジャンピングで一等は 15メートルを飛んだ小樽高商の讃岐梅ニ，二等以下は北大の南波

初太郎，稲積猶，緒方車光，村本金弥，予寄出馨であった。

本大会は，その一週間後の2月10-11日に開かれた。ジャンブoで1土北海道予選会で、勝った小

樽高商の讃岐梅こが16メートル10で優勝した回)。これについて高田から来た小川勝次は，

高院予ぎちの私には，お恥ずかしい次第であるが，スキーのジャンプ競技とは，雪で、作った

台にせよ，このような大きなシャンツェ(ジャンプ台)で飛ぶということも初めて知り，

かつ見たのであった。そして北海道の由，五名の選手が大胞にもこの台で飛ぴ転倒もせず

に滑り去っていくのには驚いた。「スキーの驚異jにもこんな場面はなかった酬だけに驚き

は一層大きい

と感想、を述べている。これを見て後のスキー史家に「高間ではジャンプが行われなかった」の

如く受け取られたが，実際には小1舎の本大会にむけて l月20，21 8に高田で聞かれた信越地方

予選会でlキロ 4キロ， 10キロ，テレマーク，クリスチャニアの他に，同地としては初めて

ではあったがジャンプ競技も行われていた問。

2月288，北大スキー部の大会が琴似で開催され，スキー技術の修得年限が4王子以上の者(A

組)で緒方直光は 18メートルを飛んで穫勝した。

大正12王子12月，北大のシルバ…シャンツェの第二期工事が終了したことや，北海道出面会

のアルファシャンツェが建設された筏10)ことについては既に述べた。

この年ジャンプ競技の統ーのために，北大スキー部は平塚直秀，康鹿戸七郎，緒方直光が起

草委員となって「スキージャンピング競技規定」を作成した8ぺ詳しくは f山とスキー』附に掲

載されているが，これ以蜂今日と同じくスタイルとジャンピング距離を点数に換算して優劣を

決めることになる。

大正13年1月27日の札樽中等学校ジャンプ大会副1)を北海道山岳会のアルファシャンツェ

で行なわれたことは既に述べた通りである。これは日本で初めてのジャンプ単独の競技会であ

り，ジャンブ発達史上で特筆されるべきことであろう。樽中から杉村鳳次郎，西村与三次，秋

野武夫が参加し，秋野が最長不倒距離12m80をだして擾勝した。この時，北大のシルパ…シヤ

ンツエでで、な〈し， なぜ

「守手麓重々 の点から今年E蜜主ちに当部の飛台でで、飛ばむ挙の尚早なる為山岳会の飛台をf借昔りて行ふJ86)

と述べている。なおH"拾五年記念誌』にこの大会の開催日を r2月27臼J と誤記され，北大

30年史にも大野87)も検証せずに誤りのまま引用している。

第二節 摸繁に関かれたスキー大会

大正13年2月2-3日に北海道山岳会主龍で第 1聞北海道スキー選手権大会問)が三角山

において開催された。スキージャンピングで一等は 12m40の青山馨であった。

大正13年2月16-178，第2関全日本スキー選手権大会(高田)では 20m却を飛んだ北大
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の緒方直光が{憂勝した。緒方は 2月24日間}の北大スキー部大会でも優勝している。

大正13年10丹，北大スキー部のシャンツェに櫓を組んで、アフ。ローチを延長，第三期工事が

終了してシルバーシャンツェと命名された。明けて 1月8-25日まで琴似において畑党の合荷

(参加者は伴素彦，杉村麟太郎，緒方夜光，青山馨ら 11名)が行われた。その関1月18日には，

北大スキ一部大会が琴似で関かれたが，ジャンブは荒天気のため延期された。さらに l月24，

25日には第2回北海道スキー選手権大会が開催され，北大の緒方直光，小林辰雄， 1半素彦が上

イ立を独占した。

大正14年1月31日-2月1日，札樟中等学校ジャンプ大会が東京朝日新聞社の後援で全国

中等学校スキー大会と改められた。この大会では，ジャンブとディスタンスレースのこ韓日が

行なわれ小掲商業学校が優勝した。間年2月の第3関全日本スキー選手権大会(青森県大鰐)

では，北大の青山馨が18m 60 (18.7点)を飛んで優勝した。

大正15年は第3回北海道スキー選手権大会で北大の杉村鳳次郎 (18.27点)が，同年2月の

第4関全日本スキー選手権大会(樺太豊原)で北大の伴索彦が22m 20 (18.80点)で懐勝した。

この頃北大のジャンプ陣(畑党)は，あらゆる大会で優勝するという状況を呈していた。

この頃に於る畑党の活動は実に百醒しきものがある。特にジャンプに於ては，各競技会の

上位入賞者は全て当部員が占めて終ふ有様で，ジャンプ王国北大の名は愈々昂まるに至っ

た。それがため，これまでスキー部のアツベンデックスと考へられていた競技が部の主流

となって，逆に登山がアツベンテ、、ックスと考えられるに至った制

大正14年2月15日に全日本スキ一連盟が創設され，翌年2月に国際スキ…連盟(以下，阿部

に加盟した。 FIS加盟に伴って， 1928年2月サンモリッツで開催される第2回冬期オリンピッ

クの招待状が届き，ジャンプでは第4回全日本大会で優勝した伴素彦が参加した。結果は転倒

して最下位であったが伴は r今まで、の観念を打ち破って，積機的に強いサッツと，空中の前傾

姿勢とることができるようになれば，十米は余計に飛べるようになる J89)と感想を述べていた。

昭和 4年，ノルウェーから来日したへルセット中尉らの指導によって， 日本スキーのジャン

プは伴の予想した通り，臨時舞台で通用するレベルに達するようになった。

おわりに

以上，繁明期の日本ジャンプスキー史は，次のようにまとめることができる。

日本ジャンプの発梓は，明治44年に独力で始めた小樽中学の大矢敏範によるものであり，小

樽が誕生の地である。大矢が北大予科に入学したことによって，大正3年に札幌，つまり北大

スキ一部のジャンプが始まった。一方，大正元年に入学した木原均は，コラーからスキーにジャ

ンプ競技があることを教えられ，興味を持ち主に理論的な研究を独力で始めていた。

実践研究者の大矢と理論研究家の木原が，同じ北大スキー部員としてジャンプに対する熱い

思いが陪じことを知り共同で取り組み始めた。二人の出会いは，大正4年である。それから技

術の発展も一段と加速した。さらに遠藤吉三郎の指導によって， [!認定ジャンプ台の重要性が唱

えられ，先ず大正6年に小樽に仮設のジャンプ台が造られた。本格的な台の出現と北大スキ一

部がジャンプ合宿を行うなど組織的(畑党)な取り組みが強まったことにより，飛躍距離も伸
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び、るようになった。それと相まって札棋や小縛の北大生以外にもジャンプが広まり，その指導

のために北大スキ一部員は奮闘した。三角山に固定シャンツェが初めて作られ，競技規約が繋

傍されるなど，札樽以外の道内各地にも加速度的に普及して行き，あちこちでジャンプ競技会

が関かれるようになった。

大正 12年，第 1回全国スキー選手権大会が小樽で関かれ，競技規定の制定など北大の果たし

た役割は大きかった。この大会のジャンプ競技によって，ジャンブが全国各地に一気に普及し

ていくことになる。

このようにジャンプスキーの発祥史を見ると，緒方がいう「木原と大矢が我が国のスキ…ジャ

ンピングの開祖であると開時に新しく造られたスキージャンピングなるものは(中略)吾が国

の運動競技界に対する最も偉大なる功緩と云わなければならない」ものであった。つまり，繁

明期におけるジャンプスキー史上，大矢と木涼の功績は特筆大書すべきである。さらにノル

ウェーから本場のスキー技術をもった遠藤吉三郎が帰関したことも，スポーツとしてのジャン

プが大きく発展する要因になった。このよっな一人一人の貢献の他に，北大スキ一部が組織と

して，①中学や職場スキークラブから指導の要請を受けると気軽に講師を派遣したこと，②ス

キー競技会を間寵したことなどもジャンプが広〈普及する大きな要問になった。

最後に，本論文を通して明らかになった警察明期における日本ジャンプスキーの歴史を，簡単

にまとめると(表3)のようになる。

表3 繁明期における日本ジャンプスキー略史(中滞暗室;2002.11製作)

西暦 アじ号 記 述

1911 明治 44 ( 3月)大矢敏範がジャンプの活動写真をみて手作りスキーでまねる

1912 45 ( 2月)レルヒが旭川の講習で「飛躍J (ゲレンテV ュプルング)を伝える

" 大正元 71三原均がコラーからジャンプ競技を聞き，理論的な研究を始める
1913 2 ( 2月)大矢が小樽でミカン箱の台で飛ぴ，高飛らしくなる

1914 3 ( 9月)大矢が北大予科に入学，部の洋書で孤独なジャンプ練習を続ける

1916 5 木原が大矢のジャンプを援助，ジャンプを部内にアッビールする

1917 6 木原，大矢と遠藤吉三郎が小樽に初めて仮設ジャンプ台を作る

" " ( 4月)木原が論文「スキーに関する資料」を発表， Jumpingも解説する
1918 7 札椀や小樽に仮設ジャンプ台が作られジャンプが盛んになり始める

1919 8 大矢が初めてのジャンプ技術論文「スキーの高飛についてJ を発表する

1920 9 ( 1月)北大スキー部が琴依で8日間のジャンプ合宿を初めて行う

" " ( 2月)大矢が遠藤の作った仮設ジャンプ台(小樽庁商)で21mを飛ぶ
" " ( 3月)大矢の地元・小沢町で木原を 1)-夕、、ーに 6日間の合宿を行う
1921 10 ( 2月)北大スキ一部が三角UJに悶定台(シルバーシャンツェ)の建設に着手

1922 11 ( 2月)小樽スキー倶楽部主鑓「会関大会j で高蕗の讃岐梅こが14.4mで慢勝

1923 12 ( 2月)第 1回全国スキー選手権大会で讃岐が16.1mを飛んで擾勝
月 " (12月) 田戸七郎がジャンプ技術の専門書『スキージャムピング』を発行
月

" 北海道山岳会が三角山に閲定ジャンプ台(アルファシャンツェ)を作る
1924 13 北大スキ一部が「スキージャンピンクゅ競技規定J を制定する

H 月 ( 1月)北大スキー部主龍札樽中等学校ジャンプ大会で秋野武夫が12.8m

1925 14 ( 1月)朝日新開社後援本し樽ジャンブ大会が全国中等学校スキー大会となる
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〈付記〉

本論文は， 日本体育学会第50毘大会(東京大学 1999)にて発表した論文に加筆修正したも

のである。

<5.主釈〉
注1)レルヒの教えた「設中銚飛法」は，言語悶や:!I!!JlIで定蒸していた。例えば，百諸国でいえば大工E2年 12月(す

でにレルヒは高岡にいない)のスキー講習を受けた秋尽媒のL1JO態輔が「ジャンプは金谷山の受山口に俵

にさ雪をつめて作ったシャンツェを使用したが…中略…書道過ぎたし，一米半も出ると拍手喝采ものでした」

(山口議繍，感激の追憶，スキ一年鑑7，全日本スキー逮盟， 1933， p.134)といい， :!I!!JlIでレルヒから喜支援

習った三瓶らが大正2年2月に月寒で北大生も含めた札綴の受講生に「障害物10m空飛ぴ」を教えており

(中鴻，前掲喜善1，p.233)，小樽でもや津少尉(三井瓦と共にレルヒに習った)が小樽スキー倶楽部の講習会でい

伝達している o 本文でEEi沢は，レルヒ少佐自身がジャンピングを示してくれなかった(注26)，と記述して

いるが，活沢はレルヒが高閏で教えた時，まだ小学生であり，直接レルヒから学んで、いないのである。

注2)赤坂笥弘が『小樽スキ一連盟70年史』に「小梅中学の第1閥スキー大会が大工E2年2月にi務見合小学校

の近くの山で行われた。この大会では雪を積んでb台を作り，ジャンフ。競技を行った。最も遠〈へ飛んだの

が大矢敏範の 13尺(約4j;;)であったJ (雪跡，小海スキ一連盟， 1983， p.38)と記述している。しかし，

小樽中学スキ一部の創設は大工E2年5月であるから，これは誤りである。尚，小橡中学の第 1[illスキー大

会は大工E3年2月7日に協かれている。

主主3)r大矢さんはさ当時のニ三時の外溺蓄しかもその中でジャムプの惑いてあるのはホンの数頁で写真と云っ

ても貧弱なのが一二葉はいっていたばかりのその誉物を読んでト，喰一人三雪で台を作り，ガタガタと金具の

音のするアルパイン式スキーで練習されたJ(緒方，前掲塁審23，p.79)とか， r 1)チヤードソンの Ski.ruuner

一冊であったろう J (角留子〈中野誠一入側面史，前掲番9，p.289)など諸説がある。大矢本人は「北大

予科に入ってから色々スキーの参考警があったJ (前掲警38) としか記述していない。

注4)瓜主主卓造は大矢より官官に北大スキー部がジャンブを始めていたと考えていて「北大出の農学士大矢敏範

という人が，北大の環論以前に独カで、ジャンプを試みていた彼の飛距離は北大生の議よりも上まわった。

大正五，六年のことであるoJ(瓜生卓造， ~á き夜⑫，スキージャーナル 第79号， 1972， p.218)と記述

している。

注5)中聖子が「山党や;焔党という分類は4年程前(大正5年)から我部に僕尽きれたタームであって現今は殆

ど全国的に使用されているJ (中野誠一，大正十年度スキ一部報告，文武会々報 第93号， 1922， p.38) 

と記述している o

注6)これは小樽新開(大正9年3月23B)による。なお，この小沢合宿は北大袷五年記念誌に「関始日は 3

月22B J (前掲議'9，p.374)と誤って警かれている。そのまま引用した三十年史(前掲餐52)，大野(前

掲審53，p.21)なども同様である。また遠藤は「開始8は3月26臼J (シュプール1号， 1961， p.62)とし

ている o 本稿ではリアルタイムの新間報道r3月25日が開始日」を採用した。さらに，氷原はこの合宿を

「大工E7年J (前掲審53，p.16) と記述しているが，記憶違いによるものであろう。

注7)本L樽中学校スキー競技会は 5年前に札機の中学校(現在の高校)に北大が呼びかけて始められた全国

初のスキー競技会で，第1， 2回は札機関のスキー駅伝，第3，4 [illlま手稲山麓のディスタンス競技会で

あった(注11参照)。

主主8)当時小学校3年だった伊蒸正次(後に日本を代表する名ジャンパーになる)の家がこの大会会場の真下

にあり，jiに行った少年は「烏の如く飛んだ16mJの印象を， 50年後に生々しく閲顧している。伊蒸は同

論文で，木下がジャンプを始めたとし，大矢には触れていない(日本ジャンプの神代記，月刊スキージャー

ナル第73号， 1972， p.168) 

注9)rスキーの驚異」にはもっと大きなジャンプ場衝が何度も出てくる。小JlIは映額「スキーの驚異」を見て

いないのではないかと疑わざるを千尋ない。

主主10)大野は「大正10年12月に北海道山岳会が日本初の罰定ジャンプ台を完成させたJ (前掲審53，p.23)と

記述している。正しくは，加納の「一九二三年には問じく北海道山長会が間定のジャンピングヒルを築造
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したJ (加納，北海道のスキー地概況，アサヒスポーツ，第2巻 I号， 1924， p.20)である。

主主 11) 大正 9 年に本L樽スキー駅伝大会として始められた大会は，向 11~(第 3 回)から軽Jl I大出リレーレース

になり，悶 13年(第5回)から札橡中等学校ジャンプ大会になった(注7参照)。

注 12)加納は，この大会を第2回北海道予選会と記している。(高官掲警57，p.34) 

主主 13)北大拾1i周年記念誌に r2 yl 22 B J (前掲番9，p.384) と望書かれたため，三十年史(前掲警52，p.26) 

もそのまま引用されている。
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